
【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

No.８

】 
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
（
昨
年
中
ゟ
桐
生
表
産
業
稀
成
不
景
気
ニ
而
） 

                               



  
 



【
釈
文
】 

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候 

御
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
新
町
役
人
共
一
同
奉
申
上
候
、
近
頃 

諸
色
追
々
高
直
之
處
、
昨
年
以
来
、
別
而
米
價
一
概
ニ
引
上
リ
、 

小
前
大
小
困
窮
之
者
共
取
續
方
難
相
成
、
既
ニ
昨 

年
中
数
度
御
救
米
・
御
救
金
等
被
下
置
候
處
、
去
冬 

押
詰
弥
差
迫
リ
候
模
様
相
見
候
節
茂
、
其
丁
内
限
リ 

施
金
等
為
致
候
得
共
、
猶
當
春
ニ
相
成
弥
増
米
穀 

高
直
ニ
相
成
不
成
、
其
上
昨
年
中
ゟ
桐
生
表
産
業
稀 

成
不
景
気
ニ
而
、
下
職
之
者
共
其
外
ニ
至
迠
必
至
与 

差
詰
リ
候
故
歟
、
悉
人
気
不
穏
時
々
不
容
易 

張
札
等
有
之
、
一
同
心
配
仕
、
此
儘
捨
置
候
而
者
、
又
候 

下
菱
村
同
様
之
儀
茂
出
来
可
申
哉
与
、
日
々
心
痛
罷 

有
候
、
御
時
節
柄
御
物
入
多
之
所
、
奉
恐
入
候
得
と
も 

小
前
極
窮
之
者
共
江
、
當
二
月
与
り
三
月
迠
弐
ヶ
月 

之
間
、
米
麦
當
半
ニ
致
シ
、
一
日
壱
人
ニ
付
弐
合
宛 

御
救
方
被
下
置
候
様
仕
度
候
、
尤
人
数
之
義
ハ
火
急 

未
タ
不
取
調
候
得
共
、
昨
年
被
下
置
候
御
扱
米
之
振
合 



ニ
引
當
、
凡
八
九
百
人
位
ニ
者
相
成
可
申
与
奉
存
候
、
追
而 

人
数
取
調
書
奉
差
上
候
、
御
時
節
柄
不
顧
恐
多 

候
儀
ニ
御
座
候
得
共
、
前
段
之
儀
、
偏
ニ 

御
賢
察 

被
成
下
置
、
今
般
御
救
米
御
下
ヶ
被
成
下
置
度 

猶
人
数
過
分
相
増
候
共
、
其
餘
成
内
之
者
共
江
御
引
足 

献
納
為
致
候
様
取
計
ひ
可
申
候
間
、
何
卒
出
格
之 

御
憐
愍
を
以
、
此
度
之
儀
を
幾
重
ニ
茂
御
聞
済 

被
成
下
置
候
様
、
奉
願
上
候
、
以
上 
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【
読
み
下
し
文
】 

恐
れ
乍
ら
書
附
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

御
領
分
上
州
山
田
郡
桐
生
新
町
役
人
共
一
同
申
し
上
げ
奉
り
候
、
近
頃 

諸
色
追
々
高
直
の
處
、
昨
年
以
来
、
別
し
て
米
價
一
概
に
引
上
り
、 

小
前
大
小
困
窮
の
者
共
、
取
續
方

と
り
つ
づ
き
か
た

相
い
成
り
難
く
、
既
に
昨 

年
中
数
度
御
救
米

お
す
く
い
ま
い

・
御
救
金

お
す
く
い
き
ん

等
下
し
置
か
れ
候
處
、
去
る
冬 

押
し
詰
め

弥
い
よ
い
よ

差
し
迫
り
候
模
様(

に)

相
い
見
え
候
節
も
、
其
丁
内
限
り 

施

金

ほ
ど
こ
し
き
ん

等
致
し
候
え
ど
も
、
猶
當
春
に
相
い
成
り
弥
増

い
や
ま
し(

に)

米
穀 

高
直
に
相
い
成
り
不
成
．
．
、
其
上
昨
年
中
よ
り
桐
生
表
産
業
稀 

〔
不
成
、
此
二
字
恐
衍
〕 

成
る
不
景
気
に
て
、
下
職
の
者
共
、
其
の
外
に
至
る
迠
必
至
と 

差
詰
り
候
故
か
、
悉
く
人
気

じ

ん

き

不
穏(

に
し
て)

、
時
々
不
容
易(

な
る) 

張
札
等
こ
れ
有
り
、
一
同
心
配
仕
り
、
此
儘

こ
の
ま
ま

捨
て
置
き
候
て
は
、
又
候 

下
菱
村
同
様
の
儀
も
出
来

し
ゅ
っ
た
い

申
す
べ
き
や
と
、
日
々
心
痛
罷
り 

有
り
候
、
御
時
節
柄
、
御
物
入(

り)

多(

き)

の
所
、
恐
れ
入
り
奉
り
候
え
ど
も
、

 

小
前
極
窮
の
者
共
へ
、
當
二
月
よ
り
三
月
迠
弐
ヶ
月 

の
間
、
米
麦
當
半
に
致
し
、
一
日
壱
人
に
付
弐
合
宛

ず
つ 

御
救
方
下
し
置
か
れ
候
様
仕
り
度
く
候
、
尤(

も)

人
数
の
義
は
火
急 

未
だ
取
り
調
べ
ず
候
え
ど
も
、
昨
年
下
し
置
か
れ
候
御
扱
米
の
振
合

ふ
り
あ
い 



に
引
當(

て)

、
凡
そ
八
九
百
人
位
に
は
相
い
成
り
申
す
べ
き
と
存
じ
奉
り
候
、
追

っ
て
／
人
数
取
調
書
差
し
上
げ
奉
り
候
、
御
時
節
柄
を
顧
み
ず
恐
れ
多
く 

候
儀
に
御
座
候
え
ど
も
、
前
段
の
儀
、
偏
に 

御
賢
察 

成
し
下
し
置
か
れ
、
今
般
御
救
米
御
下
げ
成
し
下
し
置
か
れ
度
、 

猶
人
数
過
分
相
い
増
し
候
と
も
、
其
餘
成
内
の
者
共
へ
御
引
足 

献
納
致
し
候
様
取
計
ひ
申
す
べ
く
候
間
、
何
卒
出

し
ゅ
っ

格
か
く

の 

御
憐
愍
を
以(

て)

、
此
度
の
儀
を
幾
重
に
も
御
聞(

き)

済(

み) 

成
し
下
し
置
か
れ
候
様
、
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上 
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【
解
説
】 

黒
船
来
航
に
よ
る
欧
米
列
強
と
の
交
流
、
ま
た
そ
れ
に
続
い
た
交
易
の
開
始
。

日
本
史
の
教
科
書
で
は
必
ず
、
一
八
五
三
年
ペ
リ
ー
の
来
航
と
翌
年
の
日
米
和

親
条
約
（
同
じ
く
順
次
、
英
・
蘭
・
露
と
も
調
印
）
、
一
八
五
八
年
の
ア
メ
リ
カ

総
領
事
ハ
リ
ス
と
の
日
米
修
好
通
商
条
約
（
同
じ
く
蘭
・
露
・
英
・
仏
と
も
調
印
）

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
特
に
後
者
は
、
幕
府
の
大
老
井
伊
直
弼
が
勅
許
（
朝
廷

の
裁
許
）
を
得
る
こ
と
な
く
締
結
を
強
行
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
反
発
し
た
水

戸
藩
主
徳
川
斉
昭
や
福
井
藩
主
松
平
慶
永
が
謹
慎
と
な
り
、
そ
れ
を
受
け
て
朝

廷
が
無
勅
許
調
印
と
斉
昭
ら
へ
の
大
名
処
分
を
不
満
と
す
る
密
勅
を
水
戸
藩
な

ど
へ
と
下
し
た
た
め
、
一
気
に
尊
王
攘
夷
派
（
朝
廷
を
奉
じ
て
、
外
国
と
の
交
流

を
断
つ
）
の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
幕
府
は
そ
の
動
き
を
封
じ
込
め
る
た
め

に
、
江
戸
や
京
都
で
は
尊
攘
派
を
掲
げ
る
藩
の
志
士
た
ち
を
次
々
と
逮
捕
・
拘
禁

し
、
処
刑
や
獄
死
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
強
硬
手
段
を
と
り
ま
し
た
が
（
安
政
の

大
獄
）、
そ
れ
に
反
発
し
た
水
戸
浪
士
に
よ
り
大
老
直
弼
が
襲
撃
さ
れ
斬
殺
さ
れ

ま
し
た
（
桜
田
門
外
の
変
・
一
八
六
〇
）
。 

こ
の
後
、
薩
長
を
は
じ
め
と
し
た
尊
攘
派
の
藩
は
、
外
国
人
排
斥
の
行
動
（
薩

英
戦
争
や
下
関
戦
争
）
に
う
っ
て
出
ま
す
が
、
相
手
側
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
の
前

に
攘
夷
の
不
可
能
を
悟
り
、
む
し
ろ
そ
の
力
を
利
用
す
る
術
を
模
索
し
始
め
ま



す
。
朝
廷
側
は
一
貫
し
て
攘
夷
の
姿
勢
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
外
交
に
関
し
て
は

朝
廷
の
意
向
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
幕
府
が
、
巡
り
巡
っ
て
結
果
的
に
攘
夷
の

側
に
立
た
さ
れ
、
攘
夷
派
か
ら
一
転
し
た
薩
長
等
の
雄
藩
と
対
立
を
深
め
て
い

っ
た
の
は
歴
史
の
皮
肉
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

  

今
回
の
古
文
書
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
こ
の
年

の
十
月
十
四
日
（
旧
暦
）
に
、
将
軍
徳
川
慶
喜
が
朝
廷
に
大
政
奉
還
を
上
表
し
ま

す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
開
国
か
ら
大
政
奉
還
前
夜
の
頃
の
桐
生
新
町
の
治
安
が
読

み
取
れ
る
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

で
は
内
容
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
差
出
人
は
、
役
人
惣
代 
「
年
寄
」 

喜

左
衛
門
と
、「
差
添
」（
付
添
い
人
）
の
佐
羽
吉
右
衛
門
。
宛
所
は
出
羽
松
山
藩
酒

井
家
の
郡
役
方
御
役
所
。
前
回
も
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
酒
井
家
の
江
戸
藩
邸

（
御
屋
敷
）
に
お
か
れ
て
い
た
郡
役
所
で
、
桐
生
陣
屋
の
代
官
は
こ
こ
に
詰
め
て

執
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
差
添 

吉
右
衛
門
は
、
出
羽
松
山
藩
の
桐
生

陣
屋
の
陣
屋
守
を
務
め
る
人
物
で
す
。
も
う
一
人
の
喜
左
衛
門
と
は
、
新
居
喜
左

衛
門
。
前
回
の
文
書
に
姿
を
見
せ
た
新
居
甚
兵
衛
の
二
代
後
の
人
物
で
、
こ
の
時

新
町
の
年
寄
役
と
、
周
辺
町
村
の
中
心
町
（
「
寄
場

よ

せ

ば

」
と
い
う
）
で
あ
っ
た
桐
生

の
宿
場
に
置
か
れ
た
「
問
屋
場

と

い

や

ば

」（
＝
宿
場
に
置
か
れ
た
駅
で
人
馬
の
継

つ
ぎ

立
た
て

事
務



を
行
う
所
）
の
責
任
者
「
問
屋
」
も
務
め
て
い
た
人
物
で
す
。 

文
頭
で
は
、
桐
生
新
町
役
人
一
同
の
願
い
上
げ
と
し
て
、
近
頃
諸
々
の
物
価
が

高
値
と
な
る
中
、
昨
年
来
米
価
が
高
騰
し
、
本
百
姓
や
そ
れ
以
外
の
も
の
に
至
る

ま
で
生
活
が
立
ち
行
か
な
い
状
況
に
あ
り
、
昨
年
も
数
度
に
及
び
御
救
米
（
＝
災

害
や
飢
饉
な
ど
で
困
窮
し
て
い
る
民
衆
を
救
う
た
め
に
施
す
米
）
や
御
救
金
を

施
し
下
さ
れ
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冬
に
は
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
に
陥
い

り
そ
う
に
な
っ
た
町
内
も
あ
り
、
そ
こ
に
限
っ
て
は
追
加
で
施
し
金
な
ど
も
配

り
ま
し
た
が
、
今
年
の
春
に
は
米
穀
は
さ
ら
に
高
値
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
訴

え
ま
す
。 

こ
れ
に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
、
桐
生
や
そ
の
近
郊
で
は
、
昨
年
来
、
産
業
（
特

に
織
物
）
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う
な
不
景
気
に
見
舞
わ
れ
、
下
職
の
者
だ
け
で

な
く
そ
れ
以
外
の
者
た
ち
も
皆
生
活
に
困
る
有
様
で
す
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

人
気
（
＝
人
々
の
気
持
ち
）
ま
で
も
不
穏
な
も
の
と
な
り
、
時
に
は
町
中
に
看
過

し
が
た
い
張
り
紙
な
ど
ま
で
貼
ら
れ
る
始
末
で
、
役
人
一
同
心
配
し
て
い
ま
す
。

も
し
こ
の
ま
ま
こ
れ
を
放
置
し
た
ら
、
再
び
下
菱
村
同
様
の
騒
ぎ
【
後
述
参
照
】
が

起
こ
る
や
も
し
れ
な
い
と
、
日
々
心
痛
の
限
り
で
す
、
と
続
け
ま
す
。 

最
後
に
本
題
と
し
て
、（
御
領
主
様
も
）
時
節
柄
、
物
入
り
な
時
で
恐
れ
多
い

こ
と
で
す
が
、
本
百
姓
や
困
窮
の
者
た
ち
に
、
こ
の
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
二
ヶ



月
に
限
り
、
米
麦
半
々
に
し
た
も
の
を
一
日
一
人
に
つ
き
二
合
ず
つ
御
救
米
と

し
て
お
下
し
く
だ
さ
れ
た
く
お
願
い
し
ま
す
。（
支
給
す
べ
き
）
人
数
は
緊
急
時

で
調
べ
終
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
下
さ
れ
た
御
救
米
の
時
の
状
況
に
あ

て
は
め
、
大
体
八
～
九
百
人
く
ら
い
に
な
る
と
思
わ
れ
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
は
追

っ
て
取
調
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。
時
節
柄
を
顧
み
ず
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
前
段
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
御
救
米
を
お
下
し

く
だ
さ
れ
た
く
、
猶
、
見
込
み
よ
り
人
数
が
多
く
御
救
米
（
の
費
用
）
が
増
加
と

な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
不
足
分
は
町
方
で
負
担
し
て
御
領
主
様
へ
と
献
納
す
る

よ
う
に
取
計
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
お
憐
み
を
も
っ
て
こ
の
件
を
御
承
知
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
、
と
領
主
酒
井
家
の
御
郡
方
御
役
所
へ
と

願
い
出
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
文
書
の
中
段
に
は
、
今
回
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
「
桐
生
表
産
業
稀

成
不
景
気
ニ
而
」
と
い
う
行
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
解
説
の
文
頭
に
書
い
た
開

国
と
諸
外
国
と
の
交
易
の
開
始
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
外

国
商
人
と
の
間
で
商
品
の
売
買
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
日
本
と
欧
米
と
で
は
金

と
銀
の
交
換
比
率
が
大
き
く
異
な
り
（
日
本
は
金
一
：
銀
四
、
欧
米
は
金
一
：
銀

十
六
）
、
そ
れ
に
目
を
付
け
た
外
国
人
商
人
は
支
払
い
に
洋
銀
（
メ
キ
シ
コ
銀
）



を
用
い
る
こ
と
で
安
価
に
日
本
の
製
品
を
入
手
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
外

国
商
人
に
よ
る
諸
々
の
製
品
の
買
い
付
け
が
起
こ
り
、
極
端
な
品
薄
と
そ
れ
に

よ
る
物
価
高
騰
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
が
、
織
物
の
原
材
料
と
な
る
生
糸
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
糸
の
不
足
に
よ
る
原
材
料
費
の
高
騰
、
ま
た

諸
物
価
の
高
値
推
移
を
う
け
て
の
景
気
悪
化
に
よ
る
販
売
不
振
と
、
桐
生
新
町

と
そ
の
周
辺
で
は
思
わ
ぬ
不
景
気
に
見
舞
わ
れ
、
つ
い
に
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

十
一
月
に
は
、
町
年
寄
の
古
木
四
郎
兵
衛
ら
が
、
時
の
大
老
井
伊
直
弼
と
老
中

間
部

ま

な

べ

詮
あ
き

勝
か
つ

へ
と
生
糸
輸
出
禁
止
の
直
訴
に
及
ぶ
駕
籠
訴

か

ご

そ

を
お
こ
す
ほ
ど
に
深
刻

な
も
の
で
し
た
。 

ま
た
外
国
人
商
人
は
こ
の
交
換
比
率
の
違
い
を
利
用
し
て
、
日
本
で
銀
を
金

に
換
金
す
る
だ
け
で
四
倍
の
金
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
的
に

小
判
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
金
貨
は
海
外
流
出
し
（
一
説
に
は
五
十
万
両
と

も
）、
こ
の
対
策
と
し
て
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
、
金
の
含
有
量
（
品
位
）

を
低
く
し
た
万
延
小
判
・
二
分
判
・
二
朱
判
が
標
準
貨
幣
と
し
て
鋳
造
さ
れ
ま
し

た
が
、
品
位
の
下
げ
ら
れ
た
そ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
貨
幣
と
し
て
の
価
値
が
低
い

も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
物
価
の
高
騰
に
拍
車
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
さ
し
く
文
頭
の
「
近
頃
諸
色
追
々
高
直
之
處
」
と
い
う
状
況
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
す
。 



 
長
引
く
景
気
の
停
滞
は
世
相
を
殺
伐
と
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
や
は
り
中
段

に
「
又
候
下
菱
村
同
様
之
儀
」
と
い
う
行
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
書
が
書
か
れ
た

前
年
の
慶
応
二
年
六
月
、
桐
生
川
を
は
さ
ん
で
隣
国
と
な
る
野
州
下
菱
村
（
現
、

桐
生
市
菱
町
地
内
）
で
、
百
姓
伊
三
郎
を
頭
目
に
、
桐
生
町
方
の
米
穀
買
入
れ
商

に
掛
け
合
い
、
買
い
置
き
し
て
あ
る
米
を
安
価
で
売
り
払
わ
せ
て
、
窮
民
の
救
済

を
断
行
し
よ
う
と
い
う
騒
擾
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
文
書
の
差
出
人
の
一
人

で
あ
る
喜
左
衛
門
は
、
桐
生
新
町
の
町
役
人
と
し
て
新
町
と
そ
の
周
辺
町
村
の

様
子
を
詳
細
に
記
し
た
『
役
用
日
記
』（
以
下
、『
喜
左
衛
門
日
記
』
）
を
残
し
て

い
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
六
月
十
日
の
夜
、
下
菱
村
の
観
音
山
で
法
螺
貝
を
吹
き
、
気

勢
を
上
げ
る
声
が
新
町
に
も
聞
こ
え
、
騒
ぎ
が
お
こ
り
ま
す
。
翌
十
一
日
に
は
、

下
菱
村
や
そ
の
周
辺
の
村
々
か
ら
も
観
音
山
に
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
遂
に
は

夜
に
な
っ
た
ら
桐
生
の
町
方
へ
と
打
ち
壊
し
に
来
る
の
で
は
と
い
う
噂
が
聞
こ

え
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
町
役
人
全
員
が
陣
屋
へ
と
集
ま
り
新
町
一
～
六
丁
目

の
警
戒
を
強
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
観
音
山
か
ら
の
気
勢
や
法
螺
貝
の
音
は
今
に

も
こ
ち
ら
へ
と
押
し
寄
せ
る
の
で
は
と
い
う
ほ
ど
で
、
各
丁
目
は
篝
火
を
た
き

警
護
を
固
め
ま
す
。
夜
の
九
ツ
半
（
午
前
一
時
）
頃
に
な
っ
て
い
よ
い
よ
押
し
寄



せ
て
き
た
か
の
よ
う
に
見
え
、
町
方
で
は
半
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
大
き
く
騒
ぎ
立

て
た
と
こ
ろ
、
結
局
、
町
に
は
押
し
寄
せ
る
こ
と
も
な
く
夜
が
明
け
ま
す
。 

翌
十
二
日
の
四
ツ
頃
（
午
前
十
時
）
頃
、
下
菱
村
側
の
山
越
源
左
衛
門
と
普
門

寺
の
吉
田
平
兵
衛
の
も
と
へ
人
を
遣
わ
し
て
、
事
の
次
第
を
新
町
三
丁
目
の
山

二
（
新
町
の
御
用
宿
で
屋
号
は
「
蛭
子
屋
」）
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
菱
村
側

は
、
新
町
の
佐
羽
吉
右
衛
門
・
森
宗
五
郎
・
万
屋
友
吉
の
三
人
が
米
を
買
い
占
め

て
い
る
の
で
、
こ
の
三
軒
を
打
ち
壊
す
と
の
旨
を
申
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
町
の

役
人
が
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
三
人
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
米
の
買
い
占
め
の
事
実
は
全

く
な
く
、
そ
の
こ
と
を
菱
村
側
の
役
人
へ
と
申
し
伝
え
る
と
、
菱
村
の
者
た
ち
か

ら
は
、
近
年
の
物
価
高
で
百
姓
ら
は
生
活
が
立
ち
行
か
な
い
、
新
町
の
豪
商
か
ら

安
く
米
を
売
り
渡
し
て
も
ら
い
た
い
、
つ
い
て
は
ま
ず
千
五
百
俵
を
十
五
日
間

の
間
、
近
在
の
町
村
に
向
け
て
売
値
は
百
文
に
つ
き
三
合
で
売
り
出
し
て
ほ
し

い
と
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
件
の
扱
い
を
請
け
負
っ
た
今
泉
村
（
現
、

桐
生
市
東
）
の
石
原
𠀋
二
の
骨
折
り
で
夜
の
九
ツ
（
午
前
十
二
時
）
頃
、
話
し
合

い
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
が
、
桐
生
近
辺
で
の
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
関
東

か
ん
と
う

取
締

と
り
し
ま
り

出
役

で

や

く 

宮
内
左
右
平
の
廻
村
が
あ
り
、
翌
十
四
日
朝
五
ツ
（
午
前
八
時
）
頃
、
伊

三
郎
以
下
、
下
菱
村
側
が
参
集
し
て
い
た
菱
村
の
文
昌
寺
と
い
う
寺
院
に
手
入

れ
を
行
い
、
二
十
四
人
が
召
捕
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 



 
召
捕
ら
れ
た
者
た
ち
は
先
の
新
町
三
町
目
の
御
用
宿
で
吟
味
を
受
け
、
新
町

役
人
や
今
泉
村
の
扱
い
人
た
ち
の
歎
願
も
あ
り
、
頭
目
の
伊
三
郎
は
伊
勢
崎
町

（
現
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
の
牢
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
他
の
二
十
三
名
に
つ

い
て
は
取
り
あ
え
ず
村
方
預
り
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
村
へ
と
戻
さ
れ
た

と
い
う
の
が
、『
喜
左
衛
門
日
記
』
に
「
野
州
下
菱
打
壊
し
之
記
」
と
記
さ
れ
た

一
件
で
す
。 

 
 

 

下
菱
村
の
一
件
も
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
慶
応
二
年

か
ら
三
年
に
か
け
て
、
桐
生
新
町
で
は
御
救
米
や
御
救
金
の
お
下
げ
が
繰
り
返

し
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
回
の
御
救
米
願
い
で
す
が
、
そ
の
顛

末
も
ま
た
『
喜
左
衛
門
日
記
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

喜
左
衛
門
と
佐
羽
駒
蔵
の
二
人
は
、
二
月
十
日
に
下
谷

し

た

や

七
軒
町
（
現
在
の
台
東
区

元
浅
草
一
丁
目
）
に
あ
る
酒
井
家
の
上
屋
敷
を
訪
問
し
て
こ
の
願
書
を
差
し
出

し
、
近
日
中
に
そ
の
回
答
を
得
る
約
束
を
取
り
付
け
ま
す
。
そ
の
四
日
後
の
十
四

日
、
対
象
と
な
る
新
町
の
町
民
約
九
百
人
に
対
し
、
一
人
当
た
り
一
日
に
付
き
、

米
と
麦
を
半
々
と
し
た
米
穀
を
二
合
ず
つ
、
六
十
日
間
分
の
給
付
が
領
主
よ
り

申
し
渡
さ
れ
ま
す
。
総
給
付
高
は
百
八
石
、
時
の
相
場
で
金
子
千
百
三
十
六
両
三

分
と
銀
五
匁
五
分
に
も
及
び
ま
し
た
。 



さ
て
、
こ
の
よ
う
に
御
救
米
が
頻
発
し
て
は
、
領
主
と
し
て
も
頭
の
痛
い
問
題

で
す
。
実
際
に
、
幕
末
の
出
羽
松
山
藩
の
財
政
は
、
窮
乏
の
一
途
と
い
っ
て
よ
い

も
の
で
し
た
。
不
足
分
の
財
源
は
御
本
家
（
庄
内
藩
酒
井
家
）
や
、
庄
内
を
代
表

す
る
大
豪
商
本
間
家
か
ら
の
借
財
を
充
て
て
い
ま
し
た
が
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五

〇
）
に
は
、
そ
の
借
財
の
返
済
と
当
面
の
藩
費
を
目
論
ん
で
、
領
内
の
特
に
富
裕

な
者
に
御
用
金
を
課
し
て
い
ま
す
。
こ
の
御
用
金
の
総
額
は
一
万
一
八
五
二
両

で
し
た
が
、
お
膝
元
で
石
高
二
万
石
に
及
ぶ
松
山
領
が
四
二
八
八
両
の
負
担
に

止
ま
っ
た
の
に
対
し
、
石
高
五
千
石
に
過
ぎ
な
い
桐
生
領
の
負
担
総
額
は
六
八

五
四
両
と
重
い
も
の
で
、
中
で
も
佐
羽
吉
右
衛
門
に
は
五
百
両
、
書
上
文
左
衛
門

は
三
百
五
十
両
、
矢
野
喜
兵
衛
に
も
二
百
両
も
の
上
納
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
安
政
の
大
地
震
（
安
政
二
年 

一
八
五
五
）
の
時
に
も
桐
生
領
は
、
江
戸
藩
邸

の
修
繕
の
た
め
の
才
覚
御
用
金
を
千
五
百
両
（
千
六
百
四
十
両
と
す
る
史
料
も

あ
る
）
も
申
し
付
け
ら
れ
、
翌
安
政
三
年
・
同
七
年
の
大
風
に
よ
る
藩
邸
の
修
繕

で
も
七
百
両
ほ
ど
支
払
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
様
な
ひ
っ
迫
し
た
台
所
事
情
下
、
お
そ
ら
く
は
領
主
酒
井
家
に
は
、
時
に

千
両
を
超
え
る
ほ
ど
の
御
救
米
の
た
め
の
資
金
を
供
出
す
る
余
裕
は
な
く
、
桐

生
新
町
の
町
役
人
は
豊
か
な
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ

は
、
彼
ら
が
資
金
を
準
備
し
、
新
町
や
近
在
の
穀
商
か
ら
米
穀
を
買
い
上
げ
る
こ



と
で
御
救
米
を
配
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 


